
 

 
Ⅳ.出席・ニコニコ報告   磯利昭委員長 
 

須田  清 

盧  聖煥 

 

磯  利昭 

 

大杉 能弘 

 

切通 勇次 

小林  忠 

田中 一任 

藤原 忠雄 

 

槙  孝夫 

森川 昌紀 

 

森田 康之 

 

11口 12,000 円 累計 73,000円 

 

会員 出席 計算数 MU ％ 

19 11 14 0 78.6 

 

ガバナー補佐ようこそ 

松尾ガバナー補佐ようこそ！今日は卓

話よろしくお願いいたします 

須田年度の初めての出席となってしま

いました 申し訳ありません 

松尾ガバナー補佐卓話よろしくお願い

します 

ガバナー補佐ようこそ！ 

ガバナー補佐ようこそ！ 卓話よろしく 

松尾様 本日はありがとうございます 

松尾ガバナー補佐 今日は大変アツイの

にご苦労様です よろしくお願いします 

松尾ガバナー補佐ようこそ 

松尾ガバナー補佐ようこそ！ 本日はよ

ろしくお願いします 

松尾ガバナー補佐ようこそ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ⅲ セミナー報告 
 

♦公共イメージ・会員増強維持部門セミナー 

大杉 能弘増強維持委員長 

去る、7 月 21 日(土) 公共イメージ部門・会員増

強維持部門合同セミナーが開催され、出席してき

ました。基調講演を「マスメディアから見たロー

タリー」と題して㈱テレビ埼玉専務取締役 川原康

博氏の講演を拝聴いたしました。日本のテレビ業

界と、テレ玉として、メディアの種類などテレビ

局の内容の説明と番組が、適正かなどと云った話

と営業には、スポンサーの獲得などと云った局の

運営などの話、テレビコマーシャル等についての

説明と、テレ玉の放送のお知らせなど話は、全て

自社の事及び公営レース場の事、番組の内容説明

とテレビ制作の話とシステムのことなどでした。

最後に少し、『提案』としてロータリー第 2770 地

区の紹介コーナーの作成は如何ですか。内容は「活

動の様子など」放映料は 5分で 50万円位かかりま

すとの事で終了しました。この様な、内容の基調

講演でした。公共イメージにはメディアにお金を

払えば放映してあげますよと言ったところでしょ

うか。本日卓話を頂く、松尾ガバナー補佐の所感

をお聞きしたい所です。 

 

♦米山奨学部門セミナー 森田 康之米山委員長 

7 月 22 日(日)にラフレさいたまにて行われまし

た。今年度は、パネルディスカッションでセミナ

ーが行われました。また、基調講演は、米山学友

の徐 海波さん・鄭 企娟さん・金 正録さんによる

「ぶっちゃけ！！ 米山記念奨学生」というテー

マで行われました。今年度の米山奨学生は 36名と

なっております。そして地区目標寄付額は、普通

寄付 5,000 円 特別寄付 20,000 円となっておりま

す。 

 

 Ⅴ. 松尾 康司ガバナー補佐卓話   

                         

 

 

 

 

 

本日は、来週がガバナー公式訪問ですので伺わ 

せていただきました。ガバナーより公式訪問を簡 

略的に行いたいという事で、今日は来週のシミュ 

レーションをさせていただきます。 

 今年度の RI会長のバリー・ラシン氏のテーマ 

は「BE THE INSPIRATION」（インスピレーション 

になろう）でございます。このテーマにはラシン 

氏の「何か大きなことに挑戦しようというインス 

ピレーションを、クラブやほかのロータリアンに 

与えてください。自分よりも長く、後世にも生き 

続けるものを生み出すために、行動を起こす意欲 

 

 

 

  

 

を引き出していただきたいのです」というメッセージ 

が強く表現されています。またラシン氏は、強調しま

す「ロータリーは第一に会員制組織です。ですから、

奉仕活動を通じてより良い世界を築きたいと願うな

ら、まずは会員を大切にしなければなりません」そし

て、ロータリアンにとってインスピレーションの源の

一つは「ポリオ撲滅活動」である、と述べております。 

 次年度の地区運営方針は、すべてはクラブ活性化の

ために～実り豊かな奉仕を目指して～を掲げました。 

地区はクラブ活性化のための支援を最優先の活動と

して運営していきます。 

 12グループは、現会員の維持と会員数を増やし、新

たな奉仕活動に取り組み、出会いと感動を得ることと

9 クラブすべてのクラブがロータリー賞にチャレンジ

していただく事が活性化に繋がると考えます。クラブ

運営が円滑に進められるよう各クラブの要望を地区

へ伝達して参ります。 


